
№96                    さ ん け ん 新 聞               2025年 2 月 10日 

 

                                      

             

二
十
二
人
が
参
加
し
た
分
科

会
「
ひ
ろ
し
ま
の
自
然
史
博
物

館
の
こ
れ
か
ら
」
で
は
井
上
隊

員
の
ほ
か
、
西
中
国
山
地
自
然

史
研
究
会
の
上
野
吉
雄
理
事

長
、
芸
北
高
原
の
自
然
館
の
河

野
弥
生
さ
ん
、
広
島
大
学
総
合

博
物
館
の
清
水
則
雄
館
長
ら
五

人
が
登
壇
し
た
。 

三
段
峡
と
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
の
役

割
や
法
人
の
運
営
状
況
を
説
明

し
た
井
上
隊
員
は
、
行
政
か
ら 

    

八
幡
村
三
段
峡
保
勝
会
が
一

九
五
三
年
に
作
製
し
た
「
三
段 

 

峡
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
峡
内
の

桟
道
で
あ
る
。
英
語
を
使

っ
た
本
の
タ
イ
ト
ル
が
戦

後
を
感
じ
さ
せ
る
。 

写
真
の
解
説
に
は
「
耶

源
の
上
流
」
と
あ
る
が
、
該 

      

            

の
支
援
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で

展
示
物
の
維
持
・
管
理
に
課
題

が
あ
る
と
し
な
が
ら
、
市
民
団

体
で
あ
る
た
め
独
自
性
や
自
由

度
の
高
さ
が
あ
る
と
述
べ
た
。 

上
野
さ
ん
は
「
自
然
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
へ
の
理
解
が

広
が
る
世
論
の
醸
成
が
必
要
」

と
指
摘
し
、
河
野
さ
ん
は
「
自

然
体
験
が
フ
ィ
ー
ル
ド
に
興
味

を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
、
人

材
育
成
に
つ
な
が
る
」
と
話
し
、 

    

当
す
る
場
所
は
思
い
当
た
ら
な

い
。
下
流
の
王
城
か
、
庄
兵
衛

岩
の
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
る
前
だ

ろ
う
と
思
う
。
現
在
の
岩
壁
や

流
れ
を
手
掛
か
り
に
見
比
べ
る

と
前
者
の
よ
う
で
も
あ
る
。 

 

本
連
載
第
一
回
で
紹
介
し
た

女
夫
淵
の
桟
道
よ
り
さ
ら
に
狭

く
、
山
水
画
の
よ
う
に
風
景
へ 

              

自
然
館
の
役
割
を
説
明
し
た
。 

 

会
場
か
ら
は
、
県
内
の
自
然 

史
に
関
わ
る
博
物
館
や
団
体
が

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、

相
互
の
協
力
体
制
が
必
要
で
は

な
い
か
、
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

今
後
、
分
科
会
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
し
た
会
合
を
続
け
、
自
然

史
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

    

溶
け
込
ん
で
興
を
そ
そ
る
が
、

大
人
数
は
厳
禁
で
、
す
れ
違
い

は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
だ
っ
た
ろ
う
。
木

柱
を
岩
壁
上
部
へ
打
ち
込
ん

で
、
ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
る
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
維
持
管
理

は
大
変
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

現
在
な
ら
、
安
全
上
絶
対
認
め

ら
れ
な
い
構
造
物
だ
。 

 
 

 
 

 

                  

広
島
Ｆ
Ｍ
の
番
組
「
山
本
将

輝
の
＃
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
」
内
の
「
噂

通
り
ラ
ジ
オ
」
コ
ー
ナ
ー
に
一

月
二
十
三
日
、
本
宮
炎
理
事
長

が
出
演
し
て
三
段
峡
の
魅
力
や

安
佐
北
区
可
部
地
区
と
の
連
携 

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
噂
通
り 

 

六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）
の

「
三
八
（
さ
ん
ぱ
ち
）
豪
雪
」
は 

全
国
で
甚
大
な
被
害
を
出
し
、

三
段
峡
で
も
木
造
の
建
物
や
桟

道
、
橋
が
ほ
ぼ
壊
滅
し
た
。 

 
 

正
確
な
時
期
は
分
か
ら
な
い

が
、
三
八
豪
雪
の
痛
い
経
験
に

よ
っ
て
、
風
情
は
あ
る
が
耐
久

性
の
乏
し
い
木
製
を
諦
め
、
現

在
の
よ
う
な
全
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
か
、
ト
ン
ネ
ル
に
変
わ
っ

た
の
だ
ろ
う
。 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

    

広
島
県
立
大
崎
海
星
高
校
二

年
生
の
在
間
春
瑛
君
が
一
月
十

八
日
、
十
九
日
の
両
日
、
さ
ん
け

ん
の
活
動
を
視
察
す
る
た
め
来

峡
し
た
。
本
宮
炎
理
事
長
が
三

段
峡
や
深
入
山
を
案
内
し
て
、

取
り
組
み
を
説
明
し
た
。 

 

岡
山
県
出
身
の
在
間
君
は
、

同
校
の
「
地
域
み
ら
い
留
学
」
制 

度
で
入
学
。
大
崎
上
島
町
の
環 

    

は
Ｊ
Ｒ
可
部
駅
前
の
小
路
。
番

組
へ
は
噂
通
り
の
近
く
に
あ
る

ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
の
大
戸
由
加
支

配
人
が
月
二
回
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出

演
し
て
い
る
。 

  

 
 

  

境
保
全
を
テ
ー
マ
に
ツ
ア
ー
を

企
画
し
、「
全
国
高
校
生
マ
イ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ワ
ー
ド
２
０
２

３
広
島
県
サ
ミ
ッ
ト
」
で
発
表

し
た
。
そ
の
と
き
、
さ
ん
け
ん
の

存
在
を
知
っ
た
。 

 

在
間
君
は
「
僕
の
地
元
も
過

疎
が
進
ん
で
い
る
。
将
来
は
古

里
に
戻
っ
て
地
域
へ
貢
献
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。 

 

番
組
で
大
戸
さ
ん
は
同
ホ
テ

ル
の
三
段
峡
の
壁
画
や
噂
通
り

が
三
段
峡
と
つ
な
が
っ
た
き
っ

か
け
を
説
明
し
、
本
宮
理
事
長

は
「
今
年
は
可
部―

三
段
峡
間

の
自
転
車
ツ
ア
ー
を
し
た
い
」

と
、「
噂
通
り
」
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
企
画
の
抱
負
を
語
っ
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

下
流
域
を
支
え
て
い
る
。
雪
は
流

域
に
と
っ
て
大
切
だ
。
都
市
部
の

人
た
ち
は
、
上
流
域
の
自
然
へ
目

を
向
け
る
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。 

     

 脱東京 安芸太田を発信             
岩本真名弥さん 

   

東京都出身、販売業に携わっ

ていたが自然のある環境へ惹か

れていた。2022年、地域おこし

協力隊（林業担当）に採用されて 

安芸太田町へ移住した。明るく好奇心旺盛な性

格で、SNSを使って仕事現場や地域の情報、田

舎暮らしの様子を盛んに発信している。 

町内やＬＯＵＰＥでモリアオガエルや祇園坊

柿をあしらった手拭いを販売。三段峡の動植物

を描く細密画教室に参加して上達中。「三段峡の

探勝路は最高の癒しスポット」と話し、生態系や

文化面で刺激を受けている。「さんけんは魅力を

世界へ発信するハブになってほしい」  （炎） 

 

 

この人 
人 

▼
雪
は
資
源 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

二
月
に
入
っ
て
寒
波
が
居
座

っ
た
。
寒
波
襲
来
は
除
雪
や
交
通

網
の
混
乱
な
ど
、
困
り
ご
と
の
よ 

  

一口メモ 

う
に
報
道
さ
れ
る
が
、
雪
は
雨

と
違
っ
て
ゆ
っ
く
り
地
中
へ
浸

透
し
て
山
を
潤
す
。
融
雪
期
に

は
豊
富
な
水
と
な
っ
て
農
業
、

生
活
、
工
業
、
発
電
用
水
と
し
て 

   

危
な
っか
し
い
桟
道 

三
八
豪
雪
で
壊
滅 

（２７） 

二
十
五
団
体
が
活
動
報
告 

 

井
上
嵩
裕
隊
員 
法
人
運
営
の
現
状
や
課
題
を
説
明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寒さ対策のため LOUPEを簡素な資材で

間仕切りしてさんけんの事務所が誕生。暖

房費の節約と展示している動植物への影響

を避けるためでもある。費用は 2 万円。昨

年まで間借りしていた三段峡ホテルの改築

に伴い、LOUPEを事務所兼用にしている。 

に伴い、 

 

 

 

 

三
段
峡
と
可
部
と
の
連
携
Ｐ
Ｒ 

本
宮
炎
理
事
長 

広
島
Ｆ
Ｍ
の
番
組
に
出
演 

大
崎
海
星
高
の
在
間
春
瑛
君 

さ
ん
け
ん
の
取
り
組
み
視
察 

ブルブルｯ さようなら 
LOUPE 仕切って寒さ対策 

 

 

環
境
に
関
わ
る
人
や
団
体
が
集
ま
っ
て
広
島
の
未
来
を
考
え
る
「
ひ
ろ
し
ま
環
境

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
一
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
両
日
、
広
島
市
南
区
の
ユ
ー
ハ
イ

ム
似
島
歓
迎
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。「
二
〇
三
〇
年
に
向
け
て
話
そ
う
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
十
一
の
分
科
会
で
は
二
十
五
団
体
が
活
動
報
告
を
し
た
。
さ
ん
け
ん

の
井
上
嵩
裕
隊
員
は
法
人
と
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
の
運
営
な
ど
を
説
明
し
た
。
主
催
は
特
定

非
営
利
活
動
法
人
・
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
ひ
ろ
し
ま
。
昨
年
に
続
き
二
回
目
。 

  

ひろしま環境ミーティング 

分科会「ひろしまの自然史博物館のこれ
から」に参加したメンバー 


